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規範版では，「見よ！」（エッチェ）がニ回繰り返される文章になっている。“Ecce agnus Dei, ecce 
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ローチは，諸宗教間の対話のために計り知れない重要性を持っていると思われる。その他，B. Cooke/G. Macy, 
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